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一　

絃
二
郎
と
タ
ゴ
ー
ル

　

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
前
後
、
日
本
は
空
前
の
「
タ
ゴ
ー
ル
・
ブ
ー

ム
」
に
湧
い
て
い
た（

（
（

。
こ
の
段
階
ま
で
の
翻
訳
者
を
整
理
す
る
と
、
二
つ

の
流
れ
に
大
別
で
き
る
。
一
方
は
、
英
文
学
者
詩
人
増
野
三
良
を
代
表
と

す
る
「
大
正
詩
壇
系
」
の
流
れ
で
あ
り
、
他
方
は
キ
リ
ス
ト
教
総
合
雑
誌

「
六
合
雑
誌
」
を
中
心
と
す
る
「
自
由
キ
リ
ス
ト
教
系
」
の
流
れ
で
あ
る
。

こ
の
頃
、「
六
合
雑
誌
」
の
編
集
員
を
務
め
る
傍
ら
、
タ
ゴ
ー
ル
の
研
究

に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
作
家
が
い
た
。
大
正
中
期
か
ら
昭
和
初
期
の
文
壇

で
活
躍
し
、
独
特
の
感
傷
的
美
文
で
知
ら
れ
た
吉
田
絃
二
郎
で
あ
る
。

　

絃
二
郎
の
タ
ゴ
ー
ル
に
関
す
る
評
論
や
翻
訳
は
、
大
正
初
期
頃
に
集
中

し
て
い
る
。
絃
二
郎
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
原
岡
秀
人
は
、
そ
の
背
景

に
つ
い
て
「
直
接
的
に
は
恐
ら
く
タ
ゴ
ー
ル
の
紹
介
者
で
は
第
一
人
者
と

い
わ
れ
る
内
ヶ
崎
教
授（

（
（

か
ら
の
影
響
も
あ
っ
た
と
は
思
う
」
と
分
析
し
な

が
ら
も
、
絃
二
郎
自
身
も
「
タ
ゴ
ー
ル
を
私
淑
し
、
崇
拝
す
べ
き
人
と
し

て
見
て
い
た
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
原
岡
に
よ
れ
ば
、

大
正
四
年
四
月
刊
行
の
『
タ
ゴ
ー
ル
の
哲
学
と
文
芸
』
と
い
う
評
論
書
は
、

絃
二
郎
の
出
版
界
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ
っ
た（

（
（

。
本
書
の
「
自
序
」
に
お

い
て
、
絃
二
郎
は
タ
ゴ
ー
ル
に
関
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（
（

。

　

私
は
彼
れ
の
哲
学
に
つ
い
て
、
殊
に
そ
の
歓
喜
、
光
明
を
高
調
す

る
一
点
に
つ
い
て
は
ま
だ
充
分
彼
れ
と
同
感
同
鳴
の
交
響
楽
を
奏
で

る
こ
と
は
で
き
な
い
や
う
に
思
ふ
。
彼
れ
の
こ
の
方
面
の
思
想
は
私

に
と
り
て
余
り
に
聖
者
的
で
あ
り
、
余
り
に
明
る
い
も
の
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
彼
れ
の
旅
人
を
労
は
る
憐
情
に
於
い
て
、
或

ひ
は
榕
樹
の
葉
擦
れ
に
声
な
き
世
界
の
神
秘
を
あ
こ
が
れ
行
く
驚
異

の
念
に
於
い
て
、
彼
れ
は
私
の
友
で
あ
り
、
先
人
で
あ
る
こ
と
を
信

ぜ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。

　

絃
二
郎
は
、
必
ず
し
も
タ
ゴ
ー
ル
の
絶
対
的
な
礼
讃
者
で
は
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
タ
ゴ
ー
ル
を
相
対
的
に
評
価
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、

既
に
論
述
し
た
増
野
三
良
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た（

（
（

。
大
正
五
年
一
月
、
絃

吉
田
絃
二
郎
の
思
想
と
タ
ゴ
ー
ル

新　
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奈
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二
郎
は
「
こ
の
人
を
申
し
て
多
く
の
思
想
家
の
中
か
ら
一
人
を
選
択
す
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
、
同
じ
人
の
う
ち
で
も
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

共
鳴
し
か
ね
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。
絃
二
郎
は
し
ば

し
ば
タ
ゴ
ー
ル
に
対
す
る「
不
満
」も
書
い
た
。
彼
は
大
正
四
年
五
月「
六

合
雑
誌
」
に
掲
載
し
た
「
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
と
印
度
の
自
然
」
の
中
で
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（
（

。

　

タ
ゴ
ー
ル
は
私
た
ち
に
向
つ
て
ブマ

マ

ラ
ア
マ
の
大
歓
喜
を
伝
へ
、
萬

有
の
底
を
流
る
ゝ
永
久
の
生
命
を
語
る
。
彼
れ
の
聖
教
徒
的
な
生
活

は
恐
ら
く
絶
え
ず
ブ
ラ
ア
マ
の
永
生
と
光
明
と
に
動
か
さ
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
彼
れ
の
信
徒
な
生
活
の
奥
に
は
、
何
う
し

て
運
命
に
順
従
す
る
弱
者
の
心
が
潜
ん
で
ゐ
な
い
だ
ら
う
か
？

　

私
は
彼
れ
を
尊
敬
す
る
彼
れ
の
思
想
を
尊
敬
す
る
。
彼
れ
の
信
徒

な
聖
徒
的
な
生
活
を
尊
敬
す
る
。
け
れ
ど
も
タ
ゴ
ー
ル
の
た
め
に
、

更
ら
に
人
類
の
た
め
に
悲
し
き
運
命
を
悲
し
む
。
恐
ら
く
斯
や
う
な

批
判
は
彼
れ
自
身
と
雖
ど
も
気
づ
か
な
い
で
ゐ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、右
の
よ
う
な
絃
二
郎
の
視
線
が
「
啓
蒙
的
」

で
「
帝
国
的
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究

者
の
中
島
岳
志
は
、「
吉
田
の
見
る
と
こ
ろ
、
イ
ン
ド
人
（
及
び
イ
ン
ド

人
で
あ
る
タ
ゴ
ー
ル
）
は
、近
代
的
な
主
体
を
獲
得
す
る
以
前
の
「
自
然
」

の
中
に
あ
る
。
イ
ン
ド
人
は
近
代
人
が
失
っ
た
「
従
順
さ
」
を
も
っ
た
高

貴
な
非
文
明
人
で
あ
り
、「
近
代
の
外
部
」
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
よ
う
な
存
在
は
、
人
間
と
し
て
の
純
粋
な
本
源
の
発
露
で
あ
る
一
方
、

「
運
命
に
順
従
す
る
弱
者
の
心
」
の
現
れ
で
も
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
中
島
は
「
世
界
が
文
明
化
し
、
帝
国
主
義
化
す
る
中
、「
自
然
」

の
中
に
埋
没
し
て
暮
ら
す
タ
ゴ
ー
ル
の
運
命
を
一
方
的
に
嘆
き
、
自
ら
が

置
か
れ
た
立
場
に
気
付
い
て
い
な
い
タ
ゴ
ー
ル
に
対
し
て
、
啓
蒙
的
な
観

点
か
ら
教
え
諭
す
と
い
う
位
置
に
立
っ
て
い
る
」
と
分
析
し
て
、「
こ
の

よ
う
な
言
説
は
、
ま
さ
に
西
洋
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
た
ち
が
、
東
洋
の

中
に
「
近
代
の
他
者
」
と
し
て
の
「
高
貴
な
る
野
蛮
人
」
を
見
た
帝
国
的

ま
な
ざ
し
と
同
根
の
も
の
で
あ
る
」と
批
判
し
て
い
る（

（
（

。絃
二
郎
の
タ
ゴ
ー

ル
受
容
が
、
そ
の
豊
富
さ
に
反
し
、
こ
れ
ま
で
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
否
定
的
な
見
解
の
存
在
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
中
島
の
論
に
は
幾
つ
か
の
点
で
問
題
が
あ
る
。
第
一
に
、
中

島
の
言
及
は
、
絃
二
郎
の
「
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
と
印
度
の
自
然
」
と
い
う
論

考
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
膨
大
な
評
論
が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
中
島
は
サ
イ
ー
ド
（Edw

ard W
adie Said

）
の
「
オ
リ
エ
ン

タ
リ
ズ
ム
論（

（1
（

」
を
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
絃
二
郎
が
タ
ゴ
ー
ル
を

「
自
然
主
義
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
」
と
し
て
受
容
し
た
と
い
う
事
実
を
見
落

と
し
て
い
る
。
同
時
代
の
彼
の
言
説
を
見
て
い
く
と
、
絃
二
郎
は
明
ら
か

に
、「
自
然
主
義
を
通
過
し
た
文
学
者
」
と
し
て
の
「
懐
疑
的
視
線
」
を

有
し
て
お
り
、
そ
れ
が
彼
自
身
の
タ
ゴ
ー
ル
観
を
形
成
す
る
上
で
、
最
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
特
に
絃
二
郎
の
文
学
的
立
場
に
注
目
し
、
ま
ず
は
、
絃
二

郎
の
タ
ゴ
ー
ル
読
書
の
経
緯
と
言
及
の
全
貌
を
整
理
す
る
。
さ
ら
に
、
こ

れ
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
思
想
面
、
特
に
芸
術
観
や
宗
教
観
に
も
言
及
し
て

タ
ゴ
ー
ル
と
の
共
鳴
関
係
を
追
究
し
、
従
来
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
こ
な
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か
っ
た
絃
二
郎
の
タ
ゴ
ー
ル
評
価
を
再
考
し
た
。
ま
た
、彼
が
論
じ
た「
運

命
に
従
順
す
る
弱
者
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
か
。「
悲
し
き
運
命
」

と
は
何
を
指
す
の
か
。
彼
の
他
の
言
説
を
広
く
見
渡
し
た
上
で
、
そ
の
文

脈
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二 　

絃
二
郎
の
略
歴

　

ま
ず
は
絃
二
郎
の
略
歴
を
紹
介
す
る（

（1
（

。
吉
田
絃
二
郎（
本
名
源
次
郎
）は
、

明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
一
一
月
二
四
日
、
佐
賀
県
神
埼
群
神
埼
町
に
、

父
吉
田
栄
作
、
母
リ
フ
の
二
男
と
し
て
誕
生
し
た
。
父
は
旧
鍋
島
藩
士
で

あ
っ
た
が
、
維
新
後
に
立
ち
上
げ
た
酒
造
事
業
に
失
敗
し
た
た
め
、
家
庭

は
貧
し
か
っ
た
と
い
う
。
明
治
二
三
年
、
絃
二
郎
が
四
歳
の
時
に
一
家
は

佐
世
保
に
移
住
し
、
高
等
小
学
校
ま
で
を
長
崎
で
暮
ら
し
た
。
小
学
校
卒

業
後
は
一
時
、
長
崎
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
東
山
学
院
に
学
び
、
在
学

時
に
は
洗
礼
も
受
け
た
。
そ
の
後
、
家
庭
の
事
情
に
よ
り
、
東
山
学
院
を

途
中
退
学
し
て
、
明
治
三
三
年
四
月
、
郷
里
の
佐
賀
工
業
学
校
金
工
科
に

入
学
、
三
年
間
を
佐
賀
で
過
ご
し
て
い
る
。

　

明
治
三
八
年
一
月
、
絃
二
郎
は
、
中
学
教
員
の
資
格
を
得
る
と
い
う
志

を
立
て
て
上
京
し
、
早
稲
田
大
学
予
科
に
進
学
、
明
治
三
九
年
九
月
、
早

稲
田
大
学
英
文
科
に
入
学
し
た
。
当
時
の
早
稲
田
に
は
、
坪
内
逍
遥
や
島

村
抱
月
が
い
た
。
絃
二
郎
は
在
学
時
、
両
師
か
ら
貴
重
な
指
導
を
受
け
て

い
る
。
さ
ら
に
、
在
学
中
に
、
志
願
兵
、
見
習
士
官
と
し
て
対
馬
の
砲
兵

隊
に
所
属
し
、
対
馬
で
は
約
二
年
間
の
軍
隊
生
活
を
送
っ
た
。
復
学
後
は

文
芸
協
会
に
入
会
し
、
芸
術
座
の
ヒ
ロ
イ
ン
松
井
須
磨
子
や
、
近
代
劇
協

会
の
主
幹
上
山
草
人
、
佐
々
木
積
等
と
も
知
り
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
逍
遥
の
指
導
の
下
で
加
能
作
次
郎
等
と
共
に
戯
曲
の
研
究
も
行
っ

て
い
る
。
明
治
四
四
年
七
月
、
絃
二
郎
は
二
五
歳
で
、
早
稲
田
大
学
英
文

科
を
卒
業
し
た
。

　

卒
業
後
は
、「
六
合
雑
誌
」
の
編
集
に
携
わ
り
、
文
士
と
し
て
の
執
筆

活
動
に
邁
進
し
て
い
く
。
そ
の
後
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
七
月
に
、

母
校
早
稲
田
大
学
の
講
師
と
な
っ
た
。
主
に
英
語
や
英
文
学
の
授
業
を
担

当
し
た
。
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
「
六
合
雑
誌
」
編
集
の
職
を
辞
し
て
い

る
。
大
学
の
教
え
子
に
は
、
井
伏
鱒
二
等
が
い
た
。
作
家
と
し
て
は
、
大

正
六
年
一
〇
月
「
早
稲
田
文
学
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
島
の
秋
」
が
好
評
を

得
て
、
文
壇
へ
の
出
世
作
と
な
る
。
同
大
教
授
と
な
っ
て
か
ら
も
各
誌
に

作
品
を
寄
稿
し
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
退
職
後
も
旺
盛
な
活
動
が

晩
年
ま
で
続
い
た
。
昭
和
一
二
年
、
妻
が
死
去
。
昭
和
二
六
年
に
は
自
身

も
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
診
断
さ
れ
る
。昭
和
三
一
年
三
月
、「
山
は
る
か
に
」

（
絶
筆
）
の
最
終
編
を
執
筆
し
、
そ
の
一
カ
月
後
の
四
月
二
一
日
、
脳
出

血
の
症
状
を
併
発
し
て
永
眠
し
た
。
享
年
七
〇
。

　

現
在
、『
吉
田
絃
二
郎
全
集
』（
新
潮
社
、
全
一
八
巻
）
の
他
、『
吉
田

絃
二
郎
感
想
選
集
』（
新
潮
社
、全
一
〇
巻
）
や
『
吉
田
絃
二
郎
童
話
全
集
』

（
文
芸
春
秋
社
、
全
五
巻
）
に
、
そ
の
著
作
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

三 　

絃
二
郎
と
「
六
合
雑
誌
」

　

タ
ゴ
ー
ル
と
の
関
連
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
、絃
二
郎
の
「
六
合
雑
誌
」

編
集
員
時
代
で
あ
る
。
原
岡
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
絃
二
郎
は
早
稲
田
大
学
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在
学
時
、
同
大
教
授
で
あ
っ
た
内
ヶ
崎
作
三
郎
の
推
薦
を
得
て
、
早
稲
田

中
学
の
教
師
を
目
指
し
て
い
た
が
、
中
学
教
員
の
検
定
未
済
の
為
な
ど
の

理
由
で
謝
絶
さ
れ
る
と
い
う
不
幸
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
こ
で
絃
二
郎
は
、

内
ヶ
崎
の
指
示
に
よ
り
、
高
等
学
校
程
度
の
英
語
教
科
書
の
編
集
に
携
わ

る
こ
と
に
な
る
。
卒
業
後
は
逓
信
局
嘱
託
と
な
る
傍
ら
、
当
時
内
ヶ
崎
が

主
筆
を
務
め
て
い
た
「
六
合
雑
誌
」
の
編
集
に
も
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
し
い（

（1
（

。

　

管
見
で
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
「
六
合
雑

誌
」
の
後
書
き
に
「
鈴
木
氏（

（1
（

が
余
り
忙
し
い
の
で
今
月
か
ら
私
が
編
集
の

お
手
伝
ひ
を
致
す
こ
と
に
相
成
り
申
候
。
ま
だ
活
字
の
番
号
も
知
つ
て
ゐ

な
い
ほ
ど
に
御
座
候
へ
ば
、
な
か
な
か
の
困
難
に
御
座
候
。
万
事
お
手
柔

か
に
お
叱
り
下
さ
れ
度
候（

（1
（

」
と
あ
る
の
で
、
編
集
員
と
し
て
の
本
格
的
な

仕
事
は
、
こ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
絃
二
郎
は
そ
の
ま
ま
、

早
稲
田
大
学
講
師
の
職
が
決
ま
る
大
正
四
年
頃
ま
で
、
編
集
員
と
し
て
携

わ
っ
た
。

　

原
岡
は
「
六
合
雑
誌
」
に
つ
い
て
「
絃
二
郎
の
こ
ゝ
で
の
執
筆
は
多
く
、

か
な
り
の
実
績
を
あ
げ
た
」
と
評
価
し
て
い
る（

（1
（

。「
六
合
雑
誌
」
の
索
引

に
よ
れ
ば（

（1
（

、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
六
月
か
ら
、
大
正
九
年
の
二
月

ま
で
に
絃
二
郎
が
執
筆
し
た
も
の
は
一
〇
三
篇
に
及
ぶ
。
そ
の
内
容
を
見

る
と
、「
感
想
」「
評
論
」「
翻
訳
」「
創
作
戯
曲
」
な
ど
実
に
多
様
だ
が
、

こ
の
中
で
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
が
「
感
想
」
と
呼
ば
れ
る
随
筆
で
、
全

体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
う
ち
わ
け
は
、
知
人
に
宛
て
た
書
簡
風

の
も
の
や
、
季
節
に
関
す
る
も
の
、
ま
た
自
身
の
文
学
観
や
信
仰
観
を
、

自
由
に
綴
っ
た
も
の
が
多
い
。
六
合
雑
誌
に
寄
稿
し
た
こ
れ
ら
の
文
章
は
、

後
に
「
感
想
録
」
と
し
て
『
生
の
悲
劇
』（
大
同
館
書
店
、
大
五
・
二
）
や

『
生
命
の
微
光
』（
大
同
館
書
店
、
大
六
・
一
）
の
他
、
一
部
『
小
鳥
の
来

る
日
』（
新
潮
社
、
大
一
〇
・
八
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
原
岡
は
、
こ

の
時
期
を
特
に
絃
二
郎
の
「
習
作
期
」
と
呼
び
、「
後
の
作
家
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
大
事
な
時
期
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
評

価
し
て
い
る（

（1
（

。
四　

絃
二
郎
の
タ
ゴ
ー
ル
読
書

　
『
吉
田
絃
二
郎
全
集　

第
十
八
巻　

第
六
感
想
集
』
に
は
、
絃
二
郎
自

ら
が
作
成
し
た
「
タ
ゴ
ー
ル
の
著
作
並
に
参
考
書
」
と
い
う
項
目
が
収
録

さ
れ
て
お
り
、
三
九
冊
の
タ
ゴ
ー
ル
に
関
す
る
英
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
三
九
冊
の
内
、
絃
二
郎
が
ど
の
程
度
ま
で
購
入
し
て
い
た
の
か
は
不

明
だ
が
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
時
点
で
絃
二
郎
の
評
論
を
読
む
限

り
、
少
な
く
と
も
次
の
八
冊
は
確
実
に
読
了
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

①
『
サ
ー
ダ
ナ
』（Sadhana

）
一
九
一
三
年

②
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
』（Gitanjali

）
一
九
一
三
年

③
『
新
月
』（T

he Crescent M
oon

）
一
九
一
三
年

④
『
園
丁
』（T

he Gardener

）
一
九
一
三
年

⑤
『
チ
ト
ラ
』（Chitra

）
一
九
一
三
年

⑥
『
郵
便
局
』（T

he Post O
ffi

ce

）
一
九
一
四
年

⑦
『
暗
室
の
王
』（T

he K
ing of the D

ark Cham
ber

）
一
九
一
四
年

⑧�

『
デ
ベ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
自
叙
伝
』（T

he A
utobiography 
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of M
aharshi D

evendranath T
agore

） 

一
九
一
四
年

　

次
に
こ
れ
ら
の
八
冊
に
関
し
て
、
い
つ
頃
絃
二
郎
が
入
手
し
、
読
ん
だ

の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
ま
ず
入
手
に
関
し
て
、
大
正
五
年
五
月
七

日
付
の
「
読
売
新
聞
」
の
記
事
に
よ
る
と（

（1
（

、
タ
ゴ
ー
ル
の
英
書
が
日
本
に

到
着
し
た
の
は
大
正
三
年
の
六
、七
月
頃
の
こ
と
で
、
ま
ずSadhana

、

T
he Crescent M

oon
、Gitanjali

、T
he Gardener

の
順
で
丸
善
に

入
っ
て
き
た
と
あ
る
。

　

一
昨
年
の
六
七
月
頃
タ
ゴ
ー
ル
の
名
が
漸
く
喧
伝
さ
れ
始
め
た
頃

真
先
に
丸
善
に
来
た
の
が
「
森
林
哲
学
、
生
の
実
現
」
で
、
最
初
の

二
百
部
は
瞬
く
間
に
売
切
れ
た
、
次
に
「
新
月
」「
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
」、

「
園
丁
」
の
順
で
入
つ
て
来
た
が
、
こ
の
四
冊
は
荷
が
入
る
と
モ
ウ

買
手
が
待
つ
て
ゐ
る
と
言
つ
た
具
合
で
、
来
る
の
も
来
る
の
も
注
文

に
足
り
な
い
ほ
ど
の
景
気
で
あ
つ
た
、
で
着
荷
が
遅
れ
た
為
め
に
、

売
る
機
会
を
失
し
た
怨
み
さ
へ
あ
つ
た
、「
生
の
実
現
」
な
ど
は
千

部
以
上
も
確
か
に
出
て
ゐ
る

　

Ｓ
生
「
タ
ゴ
ー
ル
熱
」（「
読
売
新
聞
」
一
九
一
六
年
五
月
七
日
）

　

そ
の
熱
狂
ぶ
り
か
ら
す
れ
ば
、
当
時
下
谷
の
根
岸
に
居
を
構
え
て
い
た

絃
二
郎
が
こ
の
騒
ぎ
に
気
づ
か
ぬ
は
ず
が
な
い
。
タ
ゴ
ー
ル
の
英
書
は
丸

善
経
由
で
入
手
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
さ
て
、
絃
二
郎
の
読

書
時
期
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、大
正
三
年
一
一
月
の
「
六
合
雑
誌
」
に
「
ラ

ビ
ン
ド
ラ
ナ
ス
・
タマ

マ

ゴ
ー
レ
が
「
海
水
を
一
つ
の
甕
の
な
か
に
容
れ
て
擔

ぐ
人
は
そ
の
海
水
の
重
さ
を
感
ず
る
。
し
か
し
人
が
海
水
そ
の
も
の
の
中

に
飛
び
込
ん
で
行
け
ば
何
の
重
さ
を
も
感
じ
な
い
」
と
い
ふ
や
う
な
意
味

の
こ
と
言
つ
て
ゐ
る
の
を
読
ん
だ
」と
い
う
記
述
が
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
は『
サ
ー

ダ
ナ
（Sadhana

）』
に
出
て
く
る
一
節（

（2
（

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
点
で
既

に
彼
が
『
サ
ー
ダ
ナ
』
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
ら
に
、
翌
年
大
正
四
年
二
月
の
「
六
合
雑
誌
」
に
、「
立
て
琴
の
絃
」

と
「
友
よ
」
と
付
し
て
二
篇
を
、
三
月
に
「
幻
想
の
美
よ
」
と
付
し
て
一

篇
の
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
を
翻
訳
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
れ
ら
は
全
て
『
園
丁
（T

he 
Gardener

）』
の
詩
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
期
よ
り
前
に
読
ま
れ
た
こ
と

が
分
か
る
。
そ
の
他
、『
デ
ベ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
自
叙
伝
（T

he 
A

utobiography of M
aharshi D

evendranath T
agore

）』、『
新
月

（T
he Crescent M

oon

）』、『
チ
ト
ラ
（Chitra

）』、『
郵
便
局
（T

he 
Post O

ffi
ce

）』、『
暗
室
の
王
（T

he K
ing of the D

ark Cham
ber

）』

の
五
冊
は
同
年
四
月
八
日
刊
行
の
評
論
書
『
タ
ゴ
ー
ル
の
哲
学
と
文
芸
』

の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
翌
月
の
五
月
一
五
日
に
刊
行
さ
れ
た
評
論
書
『
タ
ゴ
ー
ル
聖
者

の
生
活
』
で
は
『
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
（Gitanjali

）』
の
中
か
ら
一
二
篇
の

詩
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
絃
二
郎
は
、
早
く
と
も
大
正
三
年
の

六
七
月
頃
に
は
丸
善
経
由
で
こ
れ
ら
の
タ
ゴ
ー
ル
諸
作
品
を
入
手
し
、
遅

く
と
も
翌
年
の
五
月
頃
ま
で
に
は
全
て
を
読
了
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

五　

絃
二
郎
の
タ
ゴ
ー
ル
へ
の
言
及

　

続
い
て
評
論
な
ど
で
、
絃
二
郎
が
直
接
タ
ゴ
ー
ル
に
言
及
し
て
い
る
も

の
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
全
体
像
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
絃
二
郎
が
タ

ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
主
な
も
の
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
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な
お
、
絃
二
郎
が
感
想
の
中
で
触
れ
て
い
る
も
の
も
併
記
し
た
。

・
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

①　

感
想
「
落
葉
す
る
ま
で
」（「
六
合
雑
誌
」
四
〇
六
号
、一
一
月
一
日
）

②　

感
想
「
永
遠
の
疑
惑
」（「
六
合
雑
誌
」
四
〇
七
号
、
一
二
月
一
日
）

③　

�「
タマ

マ

ゴ
ー
レ
と
自
我
の
解
放
」（「
読
売
新
聞
」
一
二
月
一
三
日
）

・
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

④　

�

評
論
「
タ
ゴ
ー
ル
と
崇
拝
の
生
活
」（「
六
合
雑
誌
」
四
一
〇
号
、
三

月
一
日
）

⑤　

評
論
「
タ
ゴ
ー
ル
と
霊
意
識
」（「
創
造
」、
三
月
）

⑥　

評
論
書
『
タ
ゴ
ー
ル
の
哲
学
と
文
芸
』（
大
同
館
書
店
、
四
月
八
日
）

⑦　

�

評
論
「
タ
ゴ
ー
ル
哲
学
の
断
片
」（「
六
合
雑
誌
」
四
一
二
号
、
五
月

一
日
）

⑧　

評
論
「
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
と
印
度
の
自
然
」（
右
同
）

⑨　

評
論
「
タ
ゴ
ー
ル
の
「
個
人
と
宇
宙
」
観
」（
右
同
）

⑩　

評
論
「
タ
ゴ
ー
ル
の
研
究
」（「
中
央
公
論
」、
五
月
一
日
）

⑪　

評
論
書
『
タ
ゴ
ー
ル
聖
者
の
生
活
』（
天
弦
堂
書
房
、
五
月
一
五
日
）

⑫　

�

評
論
「
愛
国
詩
人
と
し
て
の
タ
ゴ
ー
ル
」（「
読
売
新
聞
」
五
月
二
八

日
）

・
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

⑬　

�

評
論
「
デ
エ
ン
ド
ラ
ナ
ア
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
（
一
）」（「
六
合
雑
誌
」

四
二
五
号
六
月
一
日
）

⑭　

評
論
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
聖
者
」（「
六
合
雑
誌
」
四
二
六
号
、七
月
一
日
）

⑮　

感
想
「
タ
ゴ
ー
ル
の
印
象
と
感
想
」（
右
同
）

⑯　

�

評
論
「
タ
ゴ
ー
ル
の
音
楽
教
育
」『
聖
タ
ゴ
ー
ル
』（
同
文
館
、
七
月

八
日
）

⑰　

�

感
想
「
タ
ゴ
ー
ル
を
訪
ふ
の
記
」（「
六
合
雑
誌
」
四
二
七
号
、
八
月

一
日
）

⑱　

評
論
『
名
士
の
タ
ゴ
ー
ル
観
』（
城
南
社
、
八
月
）

・
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）

⑲　

�

評
論
「
旅
の
詩
人
来
る
─
タ
ゴ
ー
ル
翁
に
つ
い
て
（
上
）」（「
東
京

朝
日
新
聞
」
六
月
三
日
）

⑳　

�

評
論
「
旅
の
詩
人
来
る
─
タ
ゴ
ー
ル
翁
に
つ
い
て
（
下
）」（「
東
京

朝
日
新
聞
」
六
月
四
日
）

・
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

㉑　

�

評
論
書
『
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
と
言
葉
』
※
１
（
文
芸
春
秋
社
、六
月
八
日
）

・
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）

㉒　

�

全
集
『
吉
田
絃
二
郎
全
集
第
一
八
巻
』
※
２
（
新
潮
社
、五
月
二
九
日
）

・
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）

㉓　

評
論
「
聖
愛
の
詩
人
タ
ゴ
ー
ル
」（「
東
京
朝
日
新
聞
」
八
月
九
日
）

㉔　

評
論
「
聖
愛
の
詩
人
タ
ゴ
ー
ル
」（「
東
京
朝
日
新
聞
」
八
月
一
〇
日
）

※
１　

�

大
正
五
年
刊
行
の
『
タ
ゴ
ー
ル
聖
者
の
生
活
』
を
再
編
し
て
刊
行
さ
れ

た
評
論
書
。

※
２　

�

昭
和
四
年
刊
行
の
『
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
と
言
葉
』
が
そ
の
ま
ま
収
録
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
見
て
ま
ず
分
か
る
こ
と
は
、
絃
二
郎
の
タ
ゴ
ー
ル
に
対
す
る

言
及
が
、
大
正
四
、五
年
（
一
九
一
五
、一
九
一
六
）
に
集
中
し
て
い
る
こ
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と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず

主
要
な
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
絃
二
郎
が
編
集
し
て
い
た
「
六

合
雑
誌
」
が
こ
の
時
期
急
速
に
タ
ゴ
ー
ル
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
た

こ
と
で
あ
る（

（2
（

。「
六
合
雑
誌
」
は
、
大
正
四
年
五
月
に
「
タ
ゴ
ー
ル
と
印

度
文
化
号
」
を
、
ま
た
五
年
七
月
に
「
タ
ゴ
ー
ル
来
朝
記
念
号
」
を
刊
行

し
て
お
り
、
絃
二
郎
に
は
、
タ
ゴ
ー
ル
に
言
及
す
る
機
会
が
多
く
与
え
ら

れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
こ
の
頃
、

一
時
代
を
形
成
し
た
自
然
主
義
文
学
が
衰
退
し
、
新
し
い
文
学
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る（

（2
（

。
原
岡
に
よ
れ
ば
、
絃
二
郎
が
尊
敬
し
、

直
接
の
指
導
を
仰
い
で
最
も
影
響
を
受
け
た
の
は
島
村
抱
月
で
あ
っ
た（

（2
（

。

坪
内
逍
遥
か
ら
も
イ
プ
セ
ン
や
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ク
な
ど
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
絃
二
郎
が
自
然
主
義
勢
力
絶
頂

期
の
早
稲
田
に
い
て
、
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
事
実
は
や
は
り
無
視
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。

　

彼
は
、
大
正
五
年
五
月
に
刊
行
し
た
『
タ
ゴ
ー
ル
聖
者
の
生
活
』
に
収

録
さ
れ
た
評
論
「
反
抗
の
生
活
と
信
仰
の
生
活
」
に
お
い
て
「
私
た
ち
は

少
く
と
も
こ
の
十
数
年
来
悪
魔
の
洗
礼
を
受
け
つ
ゝ
あ
つ
た
。
破
壊
よ
り

破
壊
に
、
爆
破
よ
り
爆
破
に
疾
風
の
如
き
勢
を
以
て
荒
れ
廻
つ
て
ゐ
た
。

私
た
ち
は
余
り
に
不
安
、
焦
燥
、
矛
盾
、
争
闘
に
馴
ら
さ
れ
た
」
と
述
べ

て
お
り
、
自
然
主
義
に
深
く
影
響
さ
れ
て
き
た
自
ら
を
振
り
返
っ
て
い
る（

（2
（

。

　

絃
二
郎
は
「
か
や
う
に
悪
魔
的
な
傾
向
に
と
り
つ
か
れ
た
私
た
ち
の
眼

を
以
て
見
る
時
に
タ
ゴ
ー
ル
の
哲
学
は
余
り
に
静
平
に
充
ち
感
謝
に
充
ち

建
設
に
充
ち
た
も
の
で
あ
る（

（2
（

」
と
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば

な
ぜ
、
彼
は
慣
れ
親
し
ん
だ
思
潮
と
対
照
的
な
タ
ゴ
ー
ル
を
敢
え
て
受
容

し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
絃
二
郎
自
身
は
次
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る（

（2
（

。

　

破
壊
に
の
み
価
値
を
認
め
悪
魔
的
傾
向
に
の
み
真
実
の
生
活
を
認

め
ん
と
す
る
不
具
者
的
な
人
生
の
見
方
を
嬌
め
直
さ
ん
と
す
る
と
こ

ろ
に
彼
れ
の
思
想
の
意
義
が
あ
る
。
ま
た
個
人
主
義
の
流
れ
を
汲
む

だ
人
々
の
誤
れ
る
自
我
の
観
念
を
正
さ
む
と
す
る
と
こ
ろ
に
彼
れ
の

哲
学
の
意
義
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
彼
れ
の
思
想
を
取
り
容
る
ゝ
所

以
は
私
た
ち
の
自
我
の
内
容
を
最
つ
と
大
き
な
も
の
と
し
、
豊
か
な

も
の
と
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
私
た
ち
の
世
界
を
広
く
し
、
私
た
ち

の
生
活
に
永
久
性
を
付
与
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
悪

魔
的
な
傲
慢
な
私
た
ち
の
心
に
信
徒
と
謙
遜
の
美
徳
と
を
注
ぎ
込
ま

ん
が
た
め
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
明
ら
か
に
、絃
二
郎
が
タ
ゴ
ー
ル
を「
自
然
主
義
の
ア
ン
チ
テ
ー

ゼ
」
と
し
て
受
容
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
大
正
初
期
と
言
え
ば
、
自

然
主
義
が
か
つ
て
の
新
鮮
味
を
失
い
、
そ
の
限
界
が
痛
烈
に
認
識
さ
れ
た

時
期
で
あ
る
。
自
然
主
義
に
育
て
ら
れ
た
絃
二
郎
の
よ
う
な
若
い
作
家
が
、

そ
の
限
界
を
超
克
す
る
た
め
に
、
敢
え
て
対
置
す
る
タ
ゴ
ー
ル
の
思
想
に

興
味
を
持
っ
た
と
し
て
も
、
何
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
時
代
の
潮
流
に
も
増
し
て
重
要
な
の
は
、
絃
二

郎
が
タ
ゴ
ー
ル
の
作
品
、
主
に
詩
や
戯
曲
を
高
く
評
価
し
て
い
た
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
彼
は
タ
ゴ
ー
ル
の
作
品
に
つ
い
て
、
実
に
事
細
か
く
意
見
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を
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
の
詩
に
つ
い
て
は
、「「
園
丁
」
の
な
か
に

或
ひ
は
「
新
月
」
の
な
か
に
わ
た
く
し
た
ち
は
し
ば
し
ば
渡
頭
に
面
し
た

窓
に
凭
り
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
黒
い
瞳
の
少
年
の
面
影
を
見
出
す（

（2
（

」
と
述
べ
、

さ
ら
に
「
わ
た
く
し
た
ち
は
「
ギ
タ
ン
ジ
ャ
リ
」
を
読
ん
で
ゐ
る
間
に
幾

度
か
地
上
の
麗
人
と
天
上
の
神
と
を
結
び
つ
け
て
何
の
矛
盾
を
も
感
じ
な

い
か
れ
自
身
の
純
情
を
見
出
す（

（2
（

」
と
し
て
、「
世
界
の
文
学
史
上
か
く
の

ご
と
く
や
さ
し
き
、
か
く
の
ご
と
く
麗
し
き
、
か
く
の
ご
と
き
切
々
た
る

神
へ
の
あ
こ
が
れ
を
う
た
つ
た
詩
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ら

う（
（3
（

」
と
ま
で
評
価
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
タ
ゴ
ー
ル
の
戯
曲
に
つ
い
て
も
「
そ
の
舞
台
面
上
に
於
け
る

人
物
の
出
し
入
れ
や
、
場
面
の
変
化
や
、
ス
テ
ー
ヂ
・
エ
フ
エ
ク
ト
と
い

ふ
や
う
な
こ
と
に
関
し
て
は
余
ほ
ど
練
熟
を
欠
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
や
う

に
思
は
れ
る
」
と
し
な
が
ら
、「
け
れ
ど
も
彼
れ
の
夢
幻
的
な
思
想
を
盛

ら
れ
た
色
彩
と
音
の
変
化
を
有
す
る
思
想
劇
と
し
て
見
る
時
は
、
美
し
い

大
詩
劇
を
見
せ
ら
れ
る
や
う
な
気
が
す
る
に
ち
が
ひ
な
い（

（3
（

」、「「
暗
室
の

王
」
の
な
か
に
暗
示
さ
れ
て
あ
る
神
は
、
恐
ら
く
タ
ゴ
ー
ル
の
神
観
を
最

も
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
ら
う（

（3
（

」
な
ど
と
考
察
も
加
え
て
、
個
々
の
作
品

に
対
す
る
研
究
に
も
余
念
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
絃
二
郎
の
タ
ゴ
ー
ル

作
品
に
対
す
る
評
価
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
に
彼
の
タ
ゴ
ー
ル
観
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。

　

私
は
、
そ
の
中
に
は
重
要
な
二
つ
の
側
面
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
は
即
ち
、「
驚
異
」
と
「
疑
惑
」
の
二
面
性
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

彼
の
思
想
的
特
徴
と
も
一
致
す
る
。
絃
二
郎
は
、
大
正
五
年
二
月
に
『
生

の
悲
劇
』
と
い
う
一
冊
の
感
想
録
を
刊
行
し
て
い
る
。
本
書
は
、
主
に
絃

二
郎
が
大
正
元
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
「
六
合
雑
誌
」
に
掲
載
し
た
随
筆

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
の
彼
の
思
想
を
把
握
す
る
上
で
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
絃
二
郎
の
感
想
な
ど
を
手
掛

か
り
に
、「
自
然
へ
の
驚
異
」
と
「
永
遠
へ
の
疑
惑
」
と
い
う
二
つ
の
観

点
か
ら
彼
の
思
想
と
タ
ゴ
ー
ル
と
の
共
鳴
関
係
を
検
討
し
て
み
た
い
。

六　

自
然
へ
の
驚
異

　

絃
二
郎
は
自
著
『
タ
ゴ
ー
ル
の
哲
学
と
文
芸
』
の
序
文
に
お
い
て
、「
ラ

ビ
ン
ド
ラ
ナ
ア
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
は
自
然
へ
の
崇
敬
者
で
あ
り
、
驚
異
者
で

あ
る
点
に
於
い
て
私
は
非
常
に
強
い
共
鳴
を
感
ず
る
詩
人
で
あ
り
、
哲
学

者
で
あ
る（

（3
（

」
と
書
い
て
い
る
。「
自
然
へ
の
驚
異
者
」
で
あ
る
こ
と
は
、

彼
が
タ
ゴ
ー
ル
に
最
も
共
感
し
た
点
に
外
な
ら
な
い
。

　

絃
二
郎
は
実
に
自
然
を
愛
し
た
作
家
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
彼
に
「
自

然
の
愛
へ（

（3
（

」
と
い
う
感
想
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
彼
は
「
生
ま
れ
た
地
が

人
の
少
い
片
田
舎
の
曠
野
の
な
か
で
あ
つ
た
せ
い
か
、
わ
た
し
に
と
り
て

は
自
然
ほ
ど
親
し
み
の
あ
る
も
の
は
な
い（

（3
（

」
と
書
い
て
い
る
。
対
人
関
係

に
お
い
て
、
傷
つ
き
悩
む
こ
と
の
多
か
っ
た
絃
二
郎
に
と
っ
て
、
物
言
わ

ぬ
自
然
は
、
た
だ
一
つ
の
安
ら
ぎ
を
得
ら
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
絃
二
郎
自
身
は
、
こ
の
心
持
ち
を
次
の
よ
う
な
言
葉
で
表
現
し
て
い

る（
（3
（

。　

自
然
は
私
の
た
め
に
泣
い
て
は
呉
れ
ぬ
。
柔
ら
か
い
手
を
持
つ
て

抱
い
て
は
呉
れ
ぬ
。
け
れ
ど
も
か
れ
は
私
を
辱
し
め
な
い
。
私
を
拒
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ま
な
い
。（
中
略
）
か
れ
は
私
の
屍
に
蛆
虫
を
わ
か
せ
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
で
も
か
れ
は
、
私
を
憎
ん
で
は
ゐ
な
い
。
私
の
屍
の
下

か
ら
は
可
憐
な
白
百
合
が
咲
く
こ
と
も
あ
ら
う
。
野
の
鳥
は
私
の
枕

辺
で
神
秘
な
讃
歌
を
歌
ふ
か
も
し
れ
ぬ
。
自
然
は
寂
し
い
た
ゞ
一
つ

の
私
の
隠
れ
家
で
あ
る
。

　

絃
二
郎
は
、
日
常
の
中
で
何
か
本
然
的
な
孤
独
感
に
苛
ま
れ
る
こ
と
が

少
な
く
な
か
っ
た
。
彼
は
自
ら
を
、「
殆
ど
病
的
だ
と
考
へ
ら
れ
る
ま
で

寂
し
が
り
家
で
あ
る（

（3
（

」
と
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
孤
独
感
を
埋
め
る
た
め

の
一
つ
の
手
段
が
、
彼
の
さ
さ
や
か
な
「
信
仰
生
活
」
で
あ
っ
た
。
絃
二

郎
は
あ
る
時
は
教
会
、
あ
る
時
は
寺
な
ど
、
様
々
な
集
団
を
頼
る
が
、
し

か
し
不
幸
に
も
、そ
の
試
み
は
ど
れ
も
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
彼
は
「
宗
教
」

に
お
い
て
も
「
芸
術
」
に
お
い
て
も
、
何
か
特
定
の
も
の
に
絶
対
的
な
価

値
を
置
く
こ
と
の
出
来
る
性
格
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
の
心
中

に
は
、集
団
に
安
寧
を
求
め
る
こ
と
を
強
烈
に
拒
絶
す
る
「
自
我
の
意
識
」

が
深
く
根
を
張
っ
て
い
た
。

　

例
え
ば
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
九
月
の
「
六
合
雑
誌
」
に
彼
が
寄

稿
し
た
「
驚
異
の
殿
堂
」
と
い
う
感
想
に
も
、
彼
の
強
い
自
我
意
識
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
岡
は
「
こ
れ
は
多
分
絃
二
郎
自
身
の
人
生
や
、

生
き
方
を
め
ぐ
つ
て
の
小
論
で
あ
る（

（3
（

」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
感
想

の
中
で
、
絃
二
郎
は
「
キ
リ
ス
ト
の
宗
教
、
釈
迦
の
宗
教
、
ミ
ケ
ロ
ア
ン

ゼ
ロ
の
芸
術
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
芸
術
、
み
な
か
れ
等
の
一
人
一
人
の
宗
教

で
あ
り
、
芸
術
で
あ
つ
て
、
私
の
宗
教
で
も
、
芸
術
で
も
な
い
」
と
述
べ

た
上
で（

（3
（

、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
主
張
を
展
開
し
て
い
る（

（4
（

。

　

し
か
し
若
し
こ
ゝ
に
宗
教
的
生
活
を
営
む
人
が
あ
つ
て
、
キ
リ
ス

ト
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ヨ
ン
を
感
ず
る
人
が
あ
つ
た
な
ら
ば
、
そ
れ

は
差
し
支
へ
は
な
い
が
、
し
か
し
そ
の
人
自
身
に
は
そ
の
人
自
身
の

創
造
的
宗
教
を
味
到
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
最
後
の
到
達
点
は

キ
リ
ス
ト
と
同
一
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
に
詣
る
努
力
そ
の
も
の

は
、
そ
の
人
自
身
の
批
評
と
創
造
か
ら
湧
い
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。

　

あ
ら
ゆ
る
宗
教
や
芸
術
に
学
び
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
は
「
個
人
の
創

造
的
宗
教
及
び
、
芸
術
」
に
辿
り
着
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の

が
絃
二
郎
の
信
念
で
あ
っ
た
。
こ
の
主
張
は
、
そ
れ
自
体
彼
の
強
い
自
我

意
識
を
象
徴
し
て
い
る
。
絃
二
郎
は
結
局
、
ど
の
既
存
の
宗
教
に
も
う
ま

く
馴
染
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
実
際
、
彼
は
「
私
に
落
ち
つ
い
て
宗

教
と
い
ふ
も
の
を
意
識
し
て
味
ふ
だ
け
の
気
分
を
湧
か
さ
せ
る
だ
け
の
力

を
有
つ
た
教
会
は
な
か
つ
た
。
私
は
深
い
懐
疑
に
陥
つ
た
」
こ
と
を
告
白

し
て
い
る（

（4
（

。

　

し
か
し
、
そ
の
彼
に
も
、
た
っ
た
一
つ
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
懐
か

し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、他
な
ら
ぬ
「
大
自
然
へ
の
驚
異
」
で
あ
っ

た
。
絃
二
郎
は
「
私
は
運
命
論
者
と
な
つ
て
自
然
の
凡
べ
て
の
も
の
を
憎

ん
だ
。
し
か
し
戸
山
の
原
か
ら
、
あ
の
柏
の
森
あ
た
り
を
さ
迷
ふ
と
き
だ

け
は
、
心
か
ら
自
然
を
懐
し
い
と
思
つ
た
」
と
語
り
、「
若
し
真
実
の
生

活
と
い
ふ
こ
と
が
言
へ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
あ
の
森
の
な
か
に
入
つ
て
、

驚
異
に
包
ま
れ
な
が
ら
想
念
に
酔
ふ
こ
と
の
で
き
た
あ
の
数
十
分
の
時
間

で
あ
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る（

（4
（

。「
自
然
の
中
に
潜
む
何
も
の
か
」
に
対
す
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る
驚
異
の
念
、
そ
れ
だ
け
は
彼
の
懐
疑
的
な
思
考
か
ら
も
最
後
ま
で
取
り

除
く
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
絃
二
郎
は
、
タ
ゴ
ー
ル

の
作
品
世
界
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る（

（4
（

。

　

か
れ
の
世
界
で
は
郵
便
配
達
夫
も
、
渡
し
守
も
、
市
場
に
行
く
女

た
ち
も
み
な
夢
の
国
に
住
む
者
の
美
し
さ
と
尊
さ
と
落
着
き
と
を
持

つ
て
ゐ
る
。
路
傍
に
忘
れ
ら
れ
た
花
籠
に
は
た
ゞ
一
莖
の
花
が
凋
ん

で
ゐ
る
。
そ
れ
す
ら
が
か
れ
の
詩
の
国
で
は
夏
の
微
風
に
眼
に
見
え

ぬ
神
の
国
の
さ
ゝ
や
き
を
さ
ゝ
や
い
て
ゐ
る
。

ま
た
彼
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る（

（4
（

。

　

私
が
ペ
ン
を
走
ら
せ
な
が
ら
、
窓
の
硝
子
窓
を
通
し
て
、
隣
り
境

の
楢
の
梢
に
見
入
つ
て
ゐ
る
と
、
そ
の
一
と
葉
一
と
葉
が
私
に
何
か

話
し
か
け
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
私
は
盲め
し

い
た
る
私
の
心
を
悲
し
む
。

私
は
あ
ま
り
に
不
可
思
議
な
生
の
表
現
の
事
相
に
対
し
て
、
驚
異
の

目
を
瞠
ら
な
い
で
は
居
れ
な
い
。

　

絃
二
郎
は
、
彼
を
取
り
囲
む
日
常
の
自
然
の
中
に
、
何
か
優
し
い
夢
幻

の
息
吹
を
感
じ
、
そ
の
囁
き
を
聞
い
て
は
驚
異
の
念
を
感
じ
る
心
を
持
っ

て
い
た
。
ま
た
彼
自
身
、
そ
の
よ
う
な
感
性
を
非
常
に
大
切
に
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
彼
は
後
に
出
世
作
で
あ
る
『
島
の
秋
』
の
「
自
序
」
で
「
私

は
冷
た
い
理
智
や
批
判
や
狭
い
イ
ズ
ム
の
上
か
ら
人
生
を
取
り
扱
は
な
い

で
、
で
き
る
な
ら
ば
嬰
児
の
や
う
な
心
で
、
こ
の
幽
玄
な
人
生
の
底
深
く

は
い
つ
て
行
つ
て
見
た
い
と
思
ふ
」、「
私
は
解
剖
の
メ
ス
を
持
つ
科
学
者

の
眼
で
人
生
を
見
な
い
で
、
直
観
の
境
に
於
い
て
自
然
と
瞑
合
す
る
詩
人

の
心
を
持
つ
て
人
生
を
見
た
い
」
と
書
い
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る（

（4
（

。
こ
の
世

に
あ
る
自
然
の
美
し
さ
や
不
可
思
議
さ
が
、
子
供
の
よ
う
な
無
垢
な
目
で

も
っ
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
タ
ゴ
ー
ル
の
作
品
世
界
は
、
ま
さ
に
、
絃
二

郎
の
憧
憬
の
的
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
不
可

思
議
な
る
顕
現
、
そ
の
よ
う
な
も
の
に
対
す
る
「
驚
異
の
心
」
こ
そ
が
、

絃
二
郎
と
タ
ゴ
ー
ル
の
世
界
と
が
最
も
矛
盾
な
く
共
鳴
し
た
部
分
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

七　

永
遠
へ
の
疑
惑

　

一
方
で
、
絃
二
郎
と
タ
ゴ
ー
ル
の
間
に
は
思
想
的
に
共
振
し
か
ね
る
部

分
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
絃
二
郎
は
大
正
三
年
一
二
月
の
「
六
合
雑
誌
」

に
掲
載
し
た
「
永
遠
の
疑
惑
」
と
い
う
感
想
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

る（
（4
（

。　

メ
エ
テ
ル
リ
ン
ク
も
『
死
』
の
な
か
に
未
来
を
真
実
の
解
放
だ
と

い
ふ
や
う
な
こ
と
を
言
つ
て
ゐ
る
し
、
タマ

マ

ゴ
ー
レ
も
亦
「
死
は
燭
の

消
滅
で
あ
つ
て
、
太
陽
の
壊
滅
で
は
な
い
」
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を

説
い
て
ゐ
る
。
メ
エ
テ
ル
リ
ン
ク
に
も
タ
ゴ
ー
レ
に
も
余
程
共
通
な

点
が
あ
つ
て
一
人
は
神
秘
と
い
ふ
こ
と
か
ら
、
一
人
は
調
和
と
い
ふ

こ
と
か
ら
立
つ
て
人
生
を
見
て
ゐ
る
が
、
二
人
と
も
む
し
ろ
光
明
や

希
望
を
抱
い
た
味
方
を
す
る
人
々
で
あ
る
。
神
秘
と
い
ふ
こ
と
も
調

和
と
い
ふ
こ
と
も
私
に
は
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
け
れ
ど
も
そ

の
行
き
方
は
私
と
は
全
然
異
な
つ
て
ゐ
る
や
う
に
思
ふ
。「
死
」
に

対
す
る
彼
れ
等
の
観
念
が
示
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
私
は
決
し
て
神
秘

も
し
く
は
調
和
と
い
ふ
こ
と
に
対
し
て
も
彼
れ
等
の
や
う
な
明
る
い
、
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な
だ
ら
か
な
、
韻
律
詩
で
も
う
た
ふ
や
う
な
気
分
で
取
り
容
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
歓
喜
の
う
ち
に
生
れ
、
歓
喜
に
生
き
歓
喜
の
未

来
に
向
つ
て
進
ん
で
行
く
と
い
ふ
や
う
な
見
方
は
何
う
し
て
も
自
分

に
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

　

絃
二
郎
は
タ
ゴ
ー
ル
の
考
え
方
は
自
分
に
取
り
て
「
明
る
す
ぎ
る
」
と

い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
絃
二
郎
は
「
私
は
む
し
ろ
常
に
消

極
的
な
人
生
の
見
方
を
や
っ
て
ゐ
る
」
と
語
る（

（4
（

。
彼
は
人
間
の
運
命
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
た（

（4
（

。

　

私
た
ち
の
過
去
は
恐
ら
く
は
無
限
の
暗
黒
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。

私
た
ち
の
未
来
は
恐
ら
く
は
ま
た
無
限
の
暗
で
あ
ら
う
。
永
久
の
闇

よ
り
永
久
の
闇
に
入
る
二
つ
の
世
界
の
境
に
あ
り
て
私
た
ち
は
刹
那

の
現
実
の
生
命
に
生
き
て
ゐ
る
。
暗
と
暗
と
を
つ
な
ぐ
刹
那
的
な
現

実
生
命
の
意
識
！　

何
と
い
ふ
寂
し
い
、
悲
し
い
人
類
の
運
命
で
あ

ら
う
。

　

絃
二
郎
に
と
っ
て
、
死
と
は
す
な
わ
ち
「
永
遠
の
死
」
で
あ
っ
た
。
生

は
死
を
境
と
し
て
永
遠
の
暗
に
葬
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の「
刹
那
の
み
の
生
命
」が
絃
二
郎
の
信
じ
ら
れ
る
生
命
観
で
あ
っ

た
。「
人
生
と
は
何
で
あ
る
か
。
生
と
は
何
で
あ
る
か
。
暗
と
暗
と
の
境

の
一
光
明
界
に
於
い
て
、
表
現
せ
ら
れ
た
る
美
の
味
到
境
に
過
ぎ
な
い
。

私
達
は
寂
し
い
旅
人
で
あ
る
」
と
彼
は
語
る（

（4
（

。
こ
れ
は
、
当
時
の
彼
の
一

貫
し
た
人
生
観
で
あ
っ
た
。
絃
二
郎
は
、
タ
ゴ
ー
ル
と
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク

に
対
し
て
「
彼
れ
等
に
と
り
て
は
白
い
花
で
あ
り
、
銀
の
露
で
あ
つ
た
神

秘
な
り
調
和
な
り
が
、
私
に
は
黒
い
花
で
あ
り
、
暗
の
露
で
あ
る
や
う
に

思
は
れ
る
」
と
述
べ
る
。
け
れ
ど
最
終
的
に
、「
自
分
に
と
り
て
は
そ
れ

が
よ、

り、

多
く
幸
福
で
あ
る
と
か
、
よ、

り、

多
く
明
る
い
と
い
ふ
こ
と
よ
り
も
、

私
自
身
に
と
り
て
そ
れ
が
よ、

り、

多
く
真
実
性
を
持
つ
て
ゐ
る
と
直
感
せ
ら

る
ゝ
が
故
に
自
分
に
抱
い
て
ゐ
る
思
想
な
り
、
心
持
ち
な
り
を
大
切
に 

思
ふ
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る（

（5
（

。
果
た
し
て
「
永
遠
な
る
生

命
の
存
在
を
肯
定
す
る
か
、
否
定
す
る
か
」、
こ
の
一
点
に
お
い
て
、
絃

二
郎
と
タ
ゴ
ー
ル
は
互
い
に
交
わ
ら
な
い
見
解
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
よ

う
。

八　

絃
二
郎
の
タ
ゴ
ー
ル
評
価

　

以
上
、
絃
二
郎
の
思
想
に
お
い
て
、
タ
ゴ
ー
ル
と
共
鳴
す
る
部
分
、
ま

た
そ
う
で
な
い
部
分
を
見
て
き
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、

彼
の
タ
ゴ
ー
ル
に
対
す
る
評
価
を
再
考
し
て
み
る
。
絃
二
郎
は
、
前
述
し

た
よ
う
に
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
や
戯
曲
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
そ
し
て
、「
タ

ゴ
ー
ル
の
詩
を
読
む
で
私
た
ち
が
斉
し
く
感
ず
る
こ
と
は
、
彼
れ
の
詩
が

巧
ま
れ
た
詩
で
な
く
し
て
、
彼
れ
の
詩
は
飽
く
ま
で
自
然
的
な
詩
で
あ
り
、

刹
那
刹
那
の
優
し
み
に
充
ち
た
女
性
的
な
情
感
の
ほ
と
ば
し
り
で
あ
る
と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（5
（

。「
や
さ
し
い
」「
懐
か
し
い
」「
女

性
的
」な
ど
は
、彼
が
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
か
ら
受
け
る
好
ま
し
い
印
象
で
あ
っ

た
。

　

一
方
で
絃
二
郎
は
、
タ
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
「
彼
れ
は
反
抗
者
の
歌
を
う

た
は
な
い
。
彼
れ
の
眼
に
映
ず
る
自
然
は
凡
べ
て
美
し
き
も
の
で
あ
る（

（5
（

」
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と
い
う
点
に
お
い
て
、不
満
も
述
べ
て
い
る
。
彼
は
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
を「
南

欧
の
芸
術
に
見
る
燃
え
る
や
う
な
情
調
に
震
い
て
は
ゐ
な
い
」、「
上
へ
上

へ
と
自
由
に
そ
の
感
情
を
奔
ら
す
る
こ
と
を
し
な
い
で
、
何
と
は
な
し
に

い
つ
も
一
種
の
あ
き
ら
め
を
持
つ
て
ゐ
る
。
落
ち
着
き
を
持
つ
て
ゐ
る
」

と
評
し
て
い
る（

（5
（

。
さ
ら
に
、
絃
二
郎
は
同
時
代
の
文
壇
に
お
い
て
、
絶
大

的
な
支
持
を
受
け
て
い
た
イ
プ
セ
ン
や
ト
ル
ス
ト
イ
と
タ
ゴ
ー
ル
を
比
較

し
て
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
考
察
も
行
っ
て
い
る（

（5
（

。

　

彼
れ
に
は
イマ

マ

ブ
セ
ン
や
ト
ル
ス
ト
イ
に
見
る
や
う
な
矛
盾
や
焦
燥

が
な
い
。
彼
れ
に
は
ト
ル
ス
ト
イ
に
見
る
や
う
な
生
活
に
対
す
る
争

闘
が
な
い
、
イ
ブ
セ
ン
に
見
る
や
う
な
反
抗
の
心
が
な
い
。
彼
れ
は

飽
く
ま
で
も
、
先
づ
自
ら
の
立
ち
場
を
一
歩
高
く
し
て
、
人
生
に
対

し
て
ゐ
る
。
か
れ
は
到
底
詩
に
よ
り
て
人
生
を
観
、
詩
に
よ
り
て
人

生
を
築
か
ん
と
す
る
者
で
あ
る
。
彼
れ
は
到
底
ト
ル
ス
ト
イ
の
執
着

を
持
っ
て
ゐ
な
い
。
か
れ
は
到
底
イ
ブ
セ
ン
の
執
拗
な
憎
悪
心
を
持

つ
て
ゐ
な
い
。
か
れ
は
荒
涼
た
る
大
ロ
シ
ヤ
の
預
言
者
に
比
し
て
余

り
に
や
さ
し
い
詩
人
で
あ
る
。
か
れ
は
ス
カ
ン
ヂ
ネ
ビ
ア
の
大
思
想

家
に
比
し
て
余
り
に
デ
リ
カ
シ
イ
を
持
つ
た
詩
人
で
あ
る
。

　

彼
の
言
説
を
概
観
す
れ
ば
、
絃
二
郎
の
タ
ゴ
ー
ル
観
の
中
心
は
、
あ
く

ま
で
も
「
聖
者
的
」
で
「
敬
虔
な
詩
人
」
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
し
て
、
絃
二
郎
の
タ
ゴ
ー
ル
観
は
、
そ
の
よ
う
な
側
面
の
み
が
特

に
誇
張
さ
れ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
実
際
の
タ
ゴ
ー
ル
の
人

生
に
お
い
て
、
ト
ル
ス
ト
イ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
生
活
上
の
格
闘
が
全
く

な
か
っ
た
か
と
言
え
ば
、
そ
こ
に
は
大
き
な
誤
解
が
あ
る
。
例
え
ば
、
タ

ゴ
ー
ル
は
父
か
ら
譲
り
受
け
た
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
と
い
う
土
地
に
、

子
供
た
ち
の
た
め
の
学
園
を
造
り
、
ま
た
現
地
農
民
の
た
め
の
試
験
的
な

農
業
施
設
も
建
設
し
て
い
る
。
そ
し
て
時
に
、
そ
の
学
園
の
資
金
調
達
の

為
に
四
方
奔
走
し
、
妻
の
装
飾
品
を
売
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
タ
ゴ
ー
ル

も
ま
た
、
現
実
と
格
闘
し
た
一
人
の
人
間
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

九　

お
わ
り
に

　

従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
吉
田
絃
二
郎
の
文
学
的
立
場
は
明
確
に
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
岡
保
生
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
「
絃
二
郎
の
位
置
づ

け
の
ゆ
れ
は
、
裏
を
返
せ
ば
彼
が
自
然
主
義
─
理
想
主
義
─
凡
人
主
義
を

つ
な
ぐ
三
者
の
、
い
わ
ば
接
点
に
位
置
し
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（5
（

。

　

し
か
し
、
タ
ゴ
ー
ル
受
容
の
観
点
か
ら
は
、
あ
く
ま
で
自
然
主
義
を
基

調
と
し
て
「
自
我
主
張
者
」、「
刹
那
的
現
実
主
義
者
」
の
立
場
か
ら
、
そ

の
意
識
拡
大
の
為
に
取
り
容
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ゆ
え
に
彼

は
、タ
ゴ
ー
ル
の
あ
ま
り
に
調
和
的
な
信
徒
的
な
世
界
を
「
物
足
り
な
く
」

「
弱
々
し
く
」
感
じ
た
部
分
も
率
直
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
。
勿
論
、
絃
二
郎
に
先
行
研
究
で
言
わ
れ
る
よ
う
な
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ
ム
」
的
思
考
が
全
く
な
か
っ
た
と
は
言
わ
な
い
が
、
結
果
と
し
て
、
彼

の
タ
ゴ
ー
ル
に
対
す
る
視
線
を
「
帝
国
的
」
と
述
べ
て
し
ま
の
は
、
や
は

り
早
計
で
あ
る
。
絃
二
郎
が
論
じ
た
「
運
命
に
順
従
す
る
弱
者
」
や
「
悲

し
き
運
命
」
と
い
う
言
葉
の
背
景
に
は
「
帝
国
的
視
線
」
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
自
然
主
義
を
通
過
し
た
文
学
者
の
「
懐
疑
的
視
線
」
が
あ
っ
た
と

見
る
の
が
よ
り
適
切
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両
者
の
間
に
あ
っ
た
の
は
、
よ
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り
深
い
部
分
で
「
現
実
主
義
」
と
「
理
想
主
義
」
の
相
剋
で
あ
り
、
生
命

に
対
す
る
「
絶
対
的
肯
定
論
」
か
「
否
定
的
懐
疑
論
」
か
と
い
う
立
場
の

違
い
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
思
想
的
隔
た
り
を
超
え
て
、
絃
二
郎
が
早
い
時

期
に
タ
ゴ
ー
ル
を
評
価
し
て
い
た
の
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ

の
意
味
に
お
い
て
、
彼
の
タ
ゴ
ー
ル
論
は
今
後
さ
ら
に
評
価
さ
れ
て
然
る

べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
絃
二
郎
の
文
学
作
品
と
タ
ゴ
ー
ル
と
の
影
響
関
係

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

※
書
名
、
引
用
文
な
ど
に
つ
い
て
は
新
字
体
に
改
め
た
。

※�

本
稿「
六
合
雑
誌
」の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
全
て「
本
学
資
料
セ
ン
タ
ー
」

所
蔵
の
も
の
を
閲
覧
さ
せ
て
頂
い
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

注（
１
）
当
時
の
新
聞
記
事
が
そ
の
熱
狂
を
伝
え
て
い
る
。「
イ
ン
ド
の
詩
聖
タ
ゴ
ー

ル
氏
の
来
朝
は
愈
々
本
物
に
な
つ
て
、
こ
の
二
十
七
日
に
は
神
戸
へ
着
く
筈

だ
と
い
ふ
が
、
之
に
連
れ
て
想
起
す
の
は
、
一
頃
の
日
本
に
お
け
る
タ
ゴ
ー

ル
流
行
で
あ
る
、
ノ
ベ
ル
賞
金
を
貰
ふ
ま
で
は
、
そ
の
名
は
勿
論
数
多
い
著

書
の
一
冊
で
も
丸
善
の
書
架
に
紛
込
ん
で
い
な
か
つ
た
の
が
、
ノ
ベ
ル
賞
金

を
と
る
と
ド
ツ
と
そ
の
名
が
ひ
ろ
が
つ
て
、
物
凄
い
ほ
ど
の
流
行
と
な
つ
た
」

（
Ｓ
生
「
タ
ゴ
ー
ル
熱
」「
読
売
新
聞
」
大
正
五
年
五
月
七
日
、
五
頁
）。

（
２
）
内
ヶ
崎
作
三
郎
（
一
八
七
七
～
一
九
四
七
）。
評
論
家
、
政
治
家
。
東
大

英
文
卒
。
英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
留
学
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
「
六
合

雑
誌
」
の
主
筆
を
務
め
、
多
く
の
宗
教
的
評
論
文
を
執
筆
し
た
。
早
大
教
授
、

同
理
事
で
も
あ
り
、
ま
た
立
憲
民
政
党
の
衆
議
院
議
員
と
し
て
も
活
躍
し
た
。

（
３
）
原
岡
秀
人
『
吉
田
絃
二
郎
の
文
学
・
人
と
作
品
』（
近
代
文
藝
社
、
五
一
頁
、

一
九
九
三
年
）。

（
４
）
原
岡
「
大
正
四
年
四
月
、
絃
二
郎
は
『
タ
ゴ
ー
ル
の
哲
学
と
文
芸
』
を
初

め
て
出
版
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
出
版
界
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
で
、
多
く
の
好

評
を
得
て
い
る
。
こ
れ
は
翌
五
年
の
五
月
に
来
朝
し
た
イ
ン
ド
の
詩
聖

ダマ

マ

ゴ
ー
ル
の
紹
介
と
し
て
は
一
つ
の
先
駆
を
な
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
」（
右

書
、
五
三
頁
）。

（
５
）
吉
田
絃
二
郎
「
自
序
」『
タ
ゴ
ー
ル
の
哲
学
と
文
芸
』（
大
同
館
書
店
、
四

頁
、
一
九
一
五
年
）。

（
６
）
新
田
杏
奈
「
増
野
三
良
と
タ
ゴ
ー
ル
詩
集
」「
青
山
語
文
」
第
四
九
号
（
青

山
学
院
大
学
日
本
文
学
会
、
二
〇
一
九
年
三
月
）。

（
７
）
絃
二
郎
「
現
代
思
潮
─
現
代
思
想
家
の
何
人
に
最
も
共
鳴
す
る
？
」「
六

合
雑
誌
」
四
二
〇
号
（
統
一
基
督
教
弘
道
会
、
一
〇
一
─
一
〇
二
頁
、

一
九
一
六
年
一
月
）。

（
８
）
絃
二
郎
「
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
と
印
度
の
自
然
」「
六
合
雑
誌
」
四
一
二
号
（
統

一
基
督
教
弘
道
会
、
二
七
頁
、
一
九
一
五
年
五
月
）。

（
９
）
中
島
岳
志
「
タ
ゴ
ー
ル
、
現
る
─
大
正
初
期
の
「
タ
ゴ
ー
ル
熱
」
と
初
来

日
を
巡
っ
て
─
」（「
大
倉
山
論
集
」
第
五
十
五
輯
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、

二
〇
〇
九
年
三
月
）。

（
10
）
中
島
は
「
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
は
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
を
「『
東

洋
』
と
（
し
ば
し
ば
）『
西
洋
』
と
さ
れ
る
も
の
の
あ
い
だ
に
設
け
ら
れ
た
存

在
論
的
・
認
識
論
的
区
別
に
も
と
づ
く
思
考
様
式
」
と
し
、「
オ
リ
エ
ン
ト
を
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支
配
し
再
構
成
し
威
圧
す
る
た
め
の
西
洋
の
様
式
で
あ
る
と
論
じ
た
。
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
内
包
す
る
西
洋
／
東
洋
と
い
う
二
分
法
は
、
東
洋
を
エ
キ

ゾ
チ
ッ
ク
な
存
在
に
押
し
込
め
、
そ
こ
に
西
洋
近
代
が
喪
失
し
た
ロ
マ
ン
を

見
出
す
一
方
で
、「
後
進
的
な
東
洋
」
を
他
者
と
し
て
対
象
化
す
る
こ
と
で
、

彼
ら
と
は
異
な
る
理
性
的
で
文
明
的
な
西
洋
近
代
の
主
体
を
確
認
す
る
装
置

と
し
て
機
能
し
た
」（
右
論
文
、
二
三
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
11
）
絃
二
郎
の
略
歴
は
原
岡
の
研
究
を
参
照
し
た
。（
注
（
３
）
書
）。

（
12
）
原
岡
（
右
書
、
五
〇
頁
）。

（
13
）
鈴
木
文
治
（
一
八
八
五
～
一
九
四
六
）。
労
働
運
動
家
。
東
大
卒
。
在
野

の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
師
本
間
俊
平
の
影
響
に
よ
り
社
会
問
題
に
目
覚
め
、
海

老
名
弾
正
の
本
郷
教
会
に
所
属
。
一
九
一
一
年
東
京
朝
日
新
聞
社
を
退
社
し
、

統
一
基
督
教
弘
道
会
の
社
会
事
業
部
長
に
就
任
。
一
二
年
友
愛
会
を
設
立
。

一
九
年
に
大
日
本
労
働
総
同
盟
友
愛
会
、
二
一
年
に
日
本
労
働
総
同
盟
と
改

称
し
、
三
〇
年
ま
で
会
長
を
務
め
た
。
二
八
年
か
ら
代
議
士
。
戦
後
は
社
会

党
顧
問
。

（
14
）
絃
二
郎
「
冬
の
窓
よ
り
」「
六
合
雑
誌
」
三
八
五
号
（
統
一
基
督
教
弘
道
会
、

一
二
〇
頁
、
一
九
一
三
年
二
月
一
日
）。

（
15
）
原
岡
（
注
（
３
）
書
、
五
一
頁
）。

（
16
）『
復
刻
版
─
六
合
雑
誌
解
説
／
執
筆
者
・
作
品
名
索
引
付
＝
『
創
造
者
』

第
１
号
（
不
二
出
版
、
一
九
九
八
年
）。

（
17
）
原
岡
（
注
（
３
）
書
、
五
一
頁
）。

（
18
）
Ｓ
生
「
タ
ゴ
ー
ル
熱
」「
読
売
新
聞
」（
朝
刊
五
頁
、
一
九
一
六
年
五
月
七

日
）。

（
19
）
絃
二
郎
「
落
葉
す
る
ま
で
」「
六
合
雑
誌
」
四
〇
六
号
（
統
一
基
督
教
弘

道
会
、
一
一
七
頁
、
一
九
一
四
年
一
一
月
一
日
）。

（
20
）
“When w

e take a pitcherful of w
ater from

 the sea it has its 
w

eight,but w
hen w

e take a dip into sea itself a thousand 
pitcherful of w

ater flow
 above our head, and w

e do not feel their 
w

eight

” Rabindranath T
agore, Sadhana 

（M
acm

illan London, 
1913

）, p57.

（
21
）
絃
二
郎
「
立
て
琴
の
絃
」「
友
よ
」「
六
合
雑
誌
」
四
〇
九
号
（
統
一
基
督

教
弘
道
会
、
五
二
頁
、
八
八
頁
、
一
九
一
五
年
二
月
一
日
）。
吉
田
「
幻
想
の

美
よ
」
四
一
〇
号
（
一
〇
頁
、
一
九
一
五
年
三
月
一
日
）。

（
22
）
大
正
四
年
五
月
「
六
合
雑
誌
」
の
「
編
集
た
よ
り
」
に
「
本
号
は
「
英
国

文
化
号
」
と
す
る
つ
も
り
で
あ
つ
た
が
恰
度
近
々
印
度
の
詩
人
、
哲
学
者
ラ

ビ
ン
ド
ラ
ナ
ア
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
氏
が
来
朝
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

同
氏
を
迎
ふ
る
の
準
備
と
し
て
、
我
が
思
想
界
や
一
般
の
人
々
に
タ
ゴ
ー
ル

を
紹
介
す
る
つ
も
り
で
、
予
定
を
変
更
し
て
「
タ
ゴ
ー
ル
と
印
度
文
化
号
」

と
し
た
」
と
あ
る
。
大
正
四
年
以
降
の
急
速
な
タ
ゴ
ー
ル
紹
介
の
背
景
に
は
、

タ
ゴ
ー
ル
来
朝
に
対
す
る
大
き
な
期
待
が
あ
っ
た
（「
六
合
雑
誌
」
四
一
二
号
、

統
一
基
督
教
弘
道
会
、
一
二
五
頁
、
一
九
一
五
年
五
月
一
日
）。

（
23
）
絃
二
郎
「
自
然
主
義
的
作
品
が
行
き
つ
ま
つ
て
か
ら
此
方
、
い
ろ
い
ろ
な

方
面
に
向
つ
て
生
面
を
切
り
拓
か
う
と
し
て
ゐ
る
人
々
か
或
は
人
道
主
義
に

或
は
一
種
の
デ
カ
ダ
ン
的
な
享
楽
の
底
に
、
或
は
高
踏
的
な
態
度
か
ら
し
て

若
々
し
い
創
作
面
を
開
拓
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
努
力
は
一
様
に
認
め
ら
れ
る
。

何
れ
に
し
て
も
嘗
て
自
然
主
義
的
傾
向
が
靡
然
と
し
て
当
時
の
文
壇
の
気
運
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を
一
新
し
た
や
う
な
鮮
か
さ
は
な
い
が
、
そ
の
新
し
い
も
の
を
生
ま
う
と
し

て
ゐ
る
苦
痛
は
可
な
り
底
力
の
強
い
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
」（「
昨
年
の
文
壇
」

「
六
合
雑
誌
」
四
三
二
号
、
統
一
基
督
教
弘
道
会
、
一
五
一
頁
、
一
九
一
七
年

一
月
一
日
）。

（
24
）
原
岡
（
注
（
３
）
書
、
四
七
頁
）。

（
25
）
絃
二
郎
『
タ
ゴ
ー
ル
聖
者
の
生
活
』（
天
弦
堂
書
房
、
七
五
─
七
六
頁
、

一
九
一
五
）。

（
26
）
絃
二
郎
（
右
書
、
七
六
頁
）。

（
27
）
絃
二
郎
（
右
書
、
八
五
頁
）。

（
28
）
絃
二
郎
『
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
と
言
葉
』（
文
芸
春
秋
社
、
二
三
一
頁
、

一
九
二
九
年
）。

（
29
）
絃
二
郎
（
右
書
、
二
三
五
頁
）。

（
30
）
絃
二
郎
（
右
書
、
同
頁
）。

（
31
）
絃
二
郎
（
注
（
５
）
書
、
四
三
〇
頁
）。

（
32
）
絃
二
郎
（
右
書
、
六
七
頁
）。

（
33
）
絃
二
郎
「
自
序
」（
注
（
５
）
書
、
三
─
四
頁
）。

（
34
）「
自
然
の
愛
へ
」
は
『
生
の
悲
劇
』（
大
同
館
書
店
、
一
九
一
六
年
）
に
収

録
さ
れ
た
感
想
で
あ
る
。
本
稿
で
は
『
吉
田
絃
二
郎
全
集
』
第
十
一
巻
（
新

潮
社
、
一
九
三
一
年
）
所
収
の
も
の
を
引
用
し
た
。

（
35
）
絃
二
郎
（
右
論
、
二
三
三
頁
）。

（
36
）
絃
二
郎
（
右
論
、
二
三
三
─
二
三
四
頁
）。

（
37
）
絃
二
郎
（
右
論
、
二
三
三
頁
）。

（
38
）
原
岡
（
注
（
３
）
書
、
五
二
頁
）。

（
39
）
絃
二
郎
「
驚
異
の
殿
堂
」「
六
合
雑
誌
」
三
九
二
号
（
統
一
基
督
教
弘
道
会
、

七
九
頁
、
一
九
一
三
年
九
月
一
日
）。

（
40
）
絃
二
郎
（
右
書
、
七
九
─
八
〇
頁
）。

（
41
）
絃
二
郎
（
右
論
、
七
二
頁
）。

（
42
）
絃
二
郎
（
右
論
、
同
頁
）。

（
43
）
絃
二
郎
（
注
（
28
）
書
、
二
頁
）。

（
44
）
絃
二
郎
「
死
の
嘆
美
者
と
な
る
前
に
」「
六
合
雑
誌
」
三
九
八
号
（
統
一

基
督
教
弘
道
会
、
一
二
一
頁
、
一
九
一
四
年
三
月
一
日
）。

（
45
）
絃
二
郎
「
自
序
」『
島
の
秋
』（
大
同
館
書
店
、
一
─
二
頁
、
一
九
一
八
年

五
月
）。

（
46
）
絃
二
郎
「
永
遠
の
疑
惑
」「
六
合
雑
誌
」
四
〇
七
号
（
統
一
基
督
教
弘
道
会
、

八
四
頁
、
一
九
一
四
年
一
二
月
一
日
）。

（
47
）
絃
二
郎
（
右
論
、
同
頁
）。

（
48
）
絃
二
郎
「
自
序
」『
生
の
悲
劇
』。
本
稿
は
『
吉
田
絃
二
郎
全
集
』
第
十
一

巻
（
新
潮
社
、
一
八
一
頁
、
一
九
三
一
年
）
を
引
用
し
た
。

（
49
）
絃
二
郎
「
自
我
燃
焼
の
歎
美
」「
六
合
雑
誌
」
三
九
六
号
（
統
一
基
督
教

弘
道
会
、
一
二
一
頁
、
一
九
一
四
年
一
月
一
日
）。

（
50
）
絃
二
郎
（
注
（
47
）
論
、
八
四
─
八
五
頁
）。
傍
点
、
絃
二
郎
。

（
51
）
絃
二
郎
（
注
（
25
）
書
、
七
頁
）。

（
52
）
絃
二
郎
（
右
書
、
一
二
頁
）。

（
53
）
絃
二
郎
（
右
書
、
一
一
─
一
二
頁
）。

（
54
）
絃
二
郎
（
右
書
、
三
七
頁
）。

（
55
）
岡
保
生
「
吉
田
絃
二
郎
の
小
説
（
そ
の
一
）「
学
苑
」
三
七
三
号
（
昭
和
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女
子
大
学
光
葉
会
、
七
四
─
七
五
頁
、
一
九
七
一
年
一
月
）。

（
に
っ
た
・
あ
ん
な
／
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
学
生
）


